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▲佐藤一英作　詩画「物語り（ざくろ）」

 

「
一
宮
市
」
に
は
、
一
宮
市
博
物
館
・
一
宮
市
三
岸
節
子
記
念
美
術
館
・
一
宮
市
尾
西

歴
史
民
俗
資
料
館
な
ど
先
人
の
残
し
た
文
化
を
紹
介
す
る
施
設
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
「
身
近
な
文
化
」
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

「
一
宮
市
」
に
は
、
一
宮
市
博
物
館
・
一
宮
市
三
岸
節
子
記
念
美
術
館
・
一
宮
市
尾
西

歴
史
民
俗
資
料
館
な
ど
先
人
の
残
し
た
文
化
を
紹
介
す
る
施
設
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
「
身
近
な
文
化
」
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　
昨
年
は
、
長
編
詩
「
大
和
し
美
し
」
な
ど
で
知

ら
れ
る
一
宮
市
萩
原
町
出
身
の
詩
人
・
佐
藤
一
英

（
一
八
九
九
〜
一
九
七
九
）
の
生
誕
百
二
十
年
の

年
に
あ
た
り
、
そ
の
全
貌
を
紹
介
す
る
特
別
展
や

催
し
物
が
一
宮
市
博
物
館
等
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
英
は
、
東
京
の
大
学
に
在
学
中
、
ア
メ
リ
カ

の
小
説
家
で
詩
人
で
も
あ
っ
た
エ
ド
ガ
ー
・
ア
ラ

ン
・
ポ
ー
の
詩
に
心
酔
。
菊
池
寛
に
小
説
を
書
く

こ
と
を
勧
め
ら
れ
な
が
ら
そ
れ
を
固
辞
し
、
詩
の

世
界
を
志
し
ま
し
た
。
そ
し
て
大
正
十
一
年
、
一

英
が
二
十
三
歳
の
と
き
に
名
古
屋
の
詩
誌
「
青
騎

士
」
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
詩
集
『
晴
天
』
を

刊
行
し
、
新
進
の
詩
人
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
苦
悩
の
末
、
昭
和
六
年
に
倭
建
命
を
う

た
っ
た
「
大
和
し
美
し
」
を
執
筆
。
さ
ら
に
、
昭

和
十
年
、
三
十
六
歳
の
時
に
は
、
聯
組
詩
「
空
海

頌
」
四
十
七
篇
を
完
成
さ
せ
、
新
た
な
詩
法
「
聯
」

（
頭
韻
十
二
音
律
四
行
）
を
確
立
し
ま
し
た
。
こ

の
二
作
は
棟
方
志
功
に
よ
り
版
画
化
さ
れ
、
広
く

知
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　「
聯
」
と
は
、
最
初
の
文
字
を
そ
ろ
え
た
十
二
音

が
四
行
連
な
っ
た
詩
の
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
図

版
の
詩
画
に
あ
る
聯
詩
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
頭
の
文
字
は
す
べ
て
「
い
」
で
、
最
後
は
「
り
」

で
揃
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
全
体
に
統

一
感
と
と
も
に
心
地
よ
い
リ
ズ
ム
が
生
み
出
さ
れ

ま
す
。「
空
海
頌
」
で
は
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
四
十

七
編
の
聯
詩
の
頭
文
字
が
「
い
ろ
は
に
ほ
へ
と
…
」

に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
い
も
は
、妹（
い
も
）の
意
。　

　
男
性
が
恋
人
・
妻
・
姉
妹
を
親
し
み
を
込
め
て
呼
ん
だ
語
。

い
も（※
）
住
み
て
ほ
と
り
に
み
の
り

い
ろ
に
出
て
陽
の
子
は
め
ぐ
り

い
つ
し
か
に
ゑ
み
わ
れ
に
け
り

い
お
じ
ろ
く
よ
き
物
語
り

尾
張
に
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た
詩
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佐
藤
一
英
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に
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き
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さ
　
　
と
う
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ち

　
え
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さ
　
　
と
う

　い
ち

　
え
い

や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

う
る
わ

れ
ん
く
み
　

し
 
 
　
そ
ら
う
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れ
ん

む
な
か
た
　

し
　

こ
う
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▲佐藤一英詩集『空海頌』棟方志功挿絵･装丁
　（題字は佐藤一英）昭和17年、昭森社

▲棟方志功「空海頌」より　

▲特別展期間中に開催された
　萬葉公園・樫の木文化資料館の見学会　

▲佐藤一英作詞　萩原小学校校歌（自筆）

（
一
宮
市
博
物
館
　
学
芸
員
　
杉
山
　

章
子
）

　
一
英
は
詩
作
の
他
に
も
、
昭
和
六
年
に
雑
誌
「
児

童
文
学
」
を
編
集
・
発
行
し
て
、
ま
だ
無
名
で
あ
っ

た
宮
沢
賢
治
の
作
品
を
掲
載
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

万
葉
集
や
平
家
物
語
、
太
平
記
な
ど
、
古
典
文
学

を
児
童
向
け
に
分
か
り
や
す
く
著
し
た
本
の
執
筆

も
行
い
ま
し
た
。

　
四
十
七
歳
で
終
戦
を
迎
え
、
東
京
か
ら
萩
原
町

に
戻
る
と
、
寺
に
焼
け
残
っ
た
イ
チ
イ
カ
シ
の
古

木
に
感
銘
を
受
け
、
「
日
本
の
文
化
の
根
源
は
樫

の
木
に
あ
る
」
と
す
る
「
樫
の
木
文
化
論
」
を
展

開
し
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
北
緯
三
十
五
度
線
上

に
照
葉
樹
林
が
繁
茂
し
、
樫
の
木
の
道
具
に
よ
り

豊
か
な
文
化
が
築
か
れ
た
こ
と
に
注
目
し
た
も
の

で
し
た
。
一
英
は
、
故
郷
の
農
民
の
生
き
る
姿
や

豊
か
な
自
然
を
見
つ
め
な
が
ら
思
索
を
深
め
ま
し

た
が
、
そ
の
過
程
で
収
集
し
た
樫
の
木
の
農
具
は
、

昭
和
四
十
四
年
に
自
宅
近
く
に
開
館
し
た
樫
の
木

文
化
資
料
館
に
収
め
ら
れ
、
人
々
の
暮
ら
し
と
自

然
の
繋
が
り
の
深
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
「
万
葉
論
争
」
で

す
。
一
英
は
、
万
葉
集
に
詠
ま
れ
て
い
る
高
松
の

地
は
故
郷
の
萩
原
町
の
高
松
で
あ
る
と
主
張
し
、

専
門
家
の
間
で
論
争
が
生
ま
れ
、
新
聞
紙
上
を
賑

わ
せ
ま
し
た
。
昭
和
三
十
二
年
に
は
一
英
の
提
唱

に
よ
っ
て
高
松
に
「
萬
葉
公
園
」
が
開
園
し
、
歌

碑
と
と
も
に
万
葉
集
に
詠
ま
れ
た
植
物
が
植
え
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
他
に
も
一
英
は
、
愛
す
る
尾
張

の
地
で
た
く
さ
ん
の
校
歌
を
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
作
詞
す
る
な
ど
、
大
き
な
足
跡
を
残
し
ま
し
た
。
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月
６
日
∂
、
半
田
市
福
祉
文
化
会

１０
館
（
雁
宿
ホ
ー
ル
）
に
お
い
て
、
愛
知

県
民
茶
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

半
田
市
と
常
滑
市
の
文
化
協
会
の
皆

様
が
茶
席
を
設
け
ら
れ
、
当
日
は

１
、
９
０
０
人
を
超
え
る
方
が
来
場
さ

れ
ま
し
た
。

　
　

月　

日
∏
〜
１
月
５
日
∂
、
愛
知

１２

２４

芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
８
階
愛
知
県
美
術

館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
会
場
に
、
第　

回
愛

４４

知
県
文
連
美
術
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
下
よ
り
２
６
５
作
品
が
出
品
さ
れ
、

期
間
中
に
は
約
１
、
３
０
０
名
の
方
が

来
場
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
協
会
か
ら
は
９
名
の
方
が
出
品
さ

れ
、
ã
木
俊
一
さ
ん
（
日
本
画
部
門
）
が

奨
励
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

 

　
　

月　

日
∂
、
飛
島
村
中
央
公
民
館

１１

２４

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
愛
知
県
文
連
西
尾

張
部
芸
能
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　

の
文
化
協
会
の
各
団
体
が
日
頃
の

１０
練
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
、
会
場

か
ら
は
温
か
い
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　

本
協
会
か
ら
は「
津
軽
三
味
線
恋
糸
」

（
邦
楽
部
門
）の
皆
様
が
出
演
さ
れ
、「
津

軽
じ
ょ
ん
か
ら
六
段
（
さ
く
ら
入
り
）・

花
笠
音
頭
・
津
軽
甚
句
・
津
軽
タ
ン
ト

節
」
の
４
曲
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
観

客
を
巻
き
込
ん
だ
演
奏
も
あ
り
、
会
場

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

愛
知
県
文
連
西
尾
張
部
芸
能
大
会

愛
知
県
文
連
美
術
展

愛
知
県
民
茶
会

愛
知
県
文
化
協
会
連
合
会
の

催
し（
報
告
）
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江
戸
時
代
、
尾
州
は
縞
木
綿
の 
桟  
留 

さ
ん 
と
め

 
縞 
、 
結  
城  
縞 
の
有
名
な
産
地
で
、
桟
留

じ
ま 

ゆ
う 

き 

じ
ま

縞
は
尾
州
よ
り
織
り
出
し
諸
国
へ
売
り

出
す
事
、
数
百
万
反
と
大
蔵
永
常
著

『
広
益
国
産
考
』
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

 
縞 
と
い
う
言
葉
は
、
古
く
は
日
本
語
に

し
まな

か
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
縞
柄
を
筋
な
ど

と
呼
ん
だ
が
、
南
蛮
貿
易
に
よ
り
南
の

島
を
経
て
も
た
ら
さ
れ
た
織
物
の
縞
地

模
様
を
「
島
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
、

転
じ
て
「
縞
」
と
な
っ
た
。
エ
キ
ゾ
チ

ッ
ク
な
色
柄
を
ま
ね
て
織
ら
れ
、
流
行

の
品
と
な
っ
た
。
桟
留
縞
の
サ
ン
ト
メ

は
イ
ン
ド
の
港
の
サ
ン
ト
ス
か
ら
、
結

城
縞
は
関
東
の
結
城
か
ら
の
由
来
で
あ

る
。
暑
い
国
が
原
産
の
綿
が
日
本
に
伝

来
し
、
尾
張
で
盛
ん
に
作
ら
れ
た
の
は

戦
国
時
代
以
後
で
、
尾
張
藩
は
百
姓
の

着
物
は
地
元
で
生
産
さ
れ
た
地
木
綿
に

限
る
と
い
う
藩
令
を
出
し
、
麦
作
の
後

は
綿
が
作
ら
れ
、
秋
に
は
見
渡
す
限
り

の
白
い
綿
の
光
景
が
み
ら
れ
た
。
綿
は

一
宮
の
三
八
市
に
集
め
ら
れ
、
織
物
の

原
料
と
な
っ
た
。
綿
織
物
の
産
地
で
あ

っ
た
一
宮
は
そ
の
後
の
様
々
な
影
響
や

状
況
の
変
化
に
よ
り
、
毛
織
物
の
産
地

と
な
り
、
今
に
至
っ
て
い
る
。

　

私
が
織
物
と
出
会
っ
た
の
は
三
十
年

以
上
前
、
一
宮
市
博
物
館
の
繊
維
講
座

で
江
戸
時
代
の
工
法
で
反
物
を
つ
く
り
、

技
法
や
歴
史
を
学
ぶ
講
座
で
あ
っ
た
。

綿
を
栽
培
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
糸
車
で

糸
を
紡
ぎ
、
草
木
で
染
め
、
手
機
で
織

り
仕
上
げ
る
と
い
う
一
連
の
工
程
は
非

常
に
手
間
が
か
か
り
、
一
年
が
か
り
の

作
業
で
あ
る
。
毎
年
、
次
に
織
る
縞
柄

を
考
え
る
の
は
楽
し
み
で
あ
る
。
そ
の

際
に
参
考
に
す
る
の
が
、
中
央
図
書
館

蔵
の
縞
帳
で
あ
る
。
こ
の
縞
帳
は
素
晴

ら
し
い
物
で
、
細
い
糸
の
繊
細
で
手
の

込
ん
だ
縞
柄
が
多
く
、
贅
沢
禁
止
令
が

出
て
い
る
時
代
の
人
々
が
制
限
さ
れ
た

中
で
常
に
新
し
い
工
夫
を
し
て
い
た
事

が
わ
か
る
資
料
で
あ
る
。
縞
柄
の
お
も

し
ろ
さ
は
そ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
多

さ
で
、
た
と
え
二
色
で
も
大
縞
、
細
縞

の
組
み
合
わ
せ
、
よ
こ
に
入
れ
る
糸
で

ま
っ
た
く
違
う
柄
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
今
は
そ
れ
ら
を
参
考
に
、
色
柄
を

自
由
に
織
る
こ
と
で
個
性
が
表
れ
る
柄

に
な
る
。
ま
た
、
綿
か
ら
紡
い
だ
手
紡

ぎ
糸
で
織
る
事
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
。

本
当
に
手
間
が
か
か
る
が
、
織
る
と
陰

影
に
富
み
、
魅
力
的
な
地
合
い
に
な
り
、

昔
の
人
々
が
い
か
に
糸
や
布
を
大
切
に

し
た
か
が
身
に
し
み
、
こ
れ
ら
織
物
の

原
点
の
手
わ
ざ
を
伝
え
た
い
と
い
う
思

い
が
強
く
な
る
。
近
代
化
さ
れ
る
と
昔

の
手
わ
ざ
、
道
具
は
必
要
の
な
い
物
と

し
て
忘
れ
去
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
が
原

点
と
な
り
、
今
の
技
術
が
発
展
し
て
き

た
の
で
あ
る
。

　

尾
張
も
め
ん
伝
承
会
は
こ
れ
ら
を
残

す
為
、
博
物
館
・
小
学
校
・
児
童
館
・

図
書
館
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
で
糸
づ
く

り
や
染
色
、
織
物
教
室
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
開
い
た
り
、
一
宮
市
芸
術
祭
参
加

事
業
「
手
つ
む
ぎ
・
染
め
・
織
り
展
」

で
活
動
発
表
や
実
演
体
験
を
し
て
も
ら

っ
た
り
、
伝
承
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

【
参
考
文
献
】

　

大
蔵
永
常
『
広
益
国
産
考
』

　
 
尾
州
縞
木
綿
の
手
わ
ざ
を
受
け
つ
い
で

デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
・
彫
塑
部
門　

尾
張
も
め
ん
伝
承
会　

熊
澤　

総
子

エッセイ 

会員が織った反物

糸つむぎ体験会

結城縞織屋の図（『尾張名所図会』）
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【
問
合
せ
先　

一
宮
漢
詩
濤
聲
會
】

　

A（　

）７
９
５
３

７８

日
時
▼
３
月　

日
º
・
４
月　

日
º

２８

２５

　
　
　

５
月　

日
º　

午
前　

時
〜

２３

１０

会
場
▼
中
央
図
書
館

内
容
▼
漢
詩
文
の
基
本
的
な
読
み
方
を

は
じ
め
、
作
者
の
時
代
背
景
に

も
触
れ
な
が
ら
初
め
て
の
方
に

も
分
か
り
や
す
く
「
唐
詩
三
百

首
」
を
解
読
し
ま
す
。（
初
心
者

歓
迎
）

講
師
▼
三
島
徹
氏

　
　
　
（
東
洋
文
化
振
興
会
会
長
）

参
加
料
▼
月
２
、
０
０
０
円

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
漢
詩
濤
聲
會
】

　

A（　

）７
９
５
３

７８

日
時
▼
４
月
７
日
∏
・
５
月
５
日
¥

　
　
　

６
月
２
日
∏　

午
前　

時
〜

１０

会
場
▼
中
央
図
書
館

内
容
▼
漢
詩
文
の
作
り
方
の
指
導
を
は

じ
め
、
持
ち
寄
っ
た
創
作
詩
の

添
削
の
検
討
を
会
員
間
で
行
い

ま
す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
年
３
、
０
０
０
円

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

真
清
短
歌
会
】

　

A（　

）３
５
７
０

５１

日
時
▼
４
月　

日
∂
・
６
月　

日
∂　

１２

１４

午
後
１
時
〜

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
真
清
短
歌
会
委
員
に
よ
り
実
作

指
導
し
ま
す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
市
民
俳
句
教
室
】

　

A（　

）０
２
８
２

７３

日
時
▼
４
月　

日
∂
・
５
月　

日
∂　

２６

２４

６
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

２８

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
当
季
雑
詠
３
句
を
一
宮
市
民
俳

　
　
　

句
教
室
委
員
が
指
導
し
ま
す
。

　
　
　
（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
川
柳
社
】

　

A（　

）７
５
９
８

４４

日
時
▼
４
月　

日
∂
・
５
月　

日
∂　

２６

２４

６
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

２８

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
自
由
吟
お
よ
び
課
題
吟
を
一
宮

川
柳
社
委
員
が
指
導
し
ま
す
。

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
狂
俳
壇
連
盟
】

　

A（　

）５
０
０
２

７８

日
時
▼
４
月　

日
º
・
５
月
９
日
º

１１

　
　
　

６
月　

日
º　

午
後
１
時
〜

１３

会
場
▼
葉
栗
公
民
館

内
容
▼
各
自　

句
持
参
、
互
選
に
よ
り

１０

優
秀
作
を
記
録
に
残
し
ま
す
。

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

一
宮
民
俗
芸
能
連
盟
】

　

A（　

）５
２
２
１

７３

日
程
▼
４
月　

日
∂

１９

会
場
▼
石
刀
神
社
（
今
伊
勢
町
馬
寄
）

内
容
▼
山
車
か
ら
く
り
・
献
馬

【
問
合
せ
先　

一
宮
謡
曲
同
好
会
】

　

A（　

）０
９
６
６

６２

日
時
▼
４
月　

日
∂　

１９

『
市
民
短
歌
教
室
』

『
濤
聲
會
漢
詩
講
読
会
』

『
市
民
俳
句
教
室
』

「大津絵干支子」　 松岡 彩子

『
濤
聲
會
作
詩
教
室
』

『
市
民
川
柳
教
室
』

『
石
刀
ま
つ
り
』

『
春
季
謡
曲
大
会
』

『
狂
俳
月
例
会
』
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午
前
９
時　

分
〜

３０

会
場
▼
尾
西
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
素
謡
、連
吟
、仕
舞
等
の
発
表

入
場
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

尾
西
絵
画
ク
ラ
ブ
】

　

A（　

）８
５
３
５

６２

日
時
▼
５
月
１
日
ª
〜
６
日
≥

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
１
日
は
午
後
１
時
か
ら
、

６
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

会
場
▼
三
岸
節
子
記
念
美
術
館

内
容
▼
講
師
の
三
輪
清
弘
先
生
の
指

導
で
学
ぶ
、
尾
西
絵
画
ク
ラ

ブ
、
ポ
ピ
ー
の
会
の
２
団
体

に
よ
る
合
同
展
を
開
催
し
ま

す
。

入
場
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

一
宮
音
楽
家
協
会
】

　

A（　

）２
８
２
７

８７

日
時
▼
５
月　

日
∂　

午
前　

時
〜

１７

１１

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
会
員
に
よ
る
演
奏
会

　
　
　
「
愛
の
賛
歌
」
な
ど

入
場
料
▼
無
料

　
【
問
合
せ
先　
尾
西
ウ
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
】

　

A（　

）１
１
６
１

７６

日
時
▼
６
月　

日
∂　

午
後
２
時
〜

１４

　
　
　
（
開
場
は　

分
前
）

３０

会
場
▼
尾
西
市
民
会
館

内
容
▼
オ
ペ
ラ
名
曲
集
ほ
か
、
楽
し

い
曲
を
演
奏
し
ま
す
。

入
場
料
▼
一
般
５
０
０
円

中
学
生
以
下
無
料（
要
整

理
券
）

【
問
合
せ
先　

一 
宮
市
民
吹
奏
楽
団
】

　

A
０
８
０（
５
１
０
２
）８
６
１
１

日
時
▼
６
月　

日
∂

２１

　
　
　

午
後
１
時　

分
〜

３０

　
　
　
（
開
場
は　

分
前
）

３０

会
場
▼
一
宮
市
民
会
館

内
容
▼
「
音
楽
で
楽
し
む
オ
リ
ン

　
　
　

ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
」
を
テ
ー
マ

に
演
奏
し
ま
す
。

入
場
料
▼
一
般
５
０
０
円

前
売
４
０
０
円

8

『
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
』

『
一
宮
市
民
吹
奏
楽
団

レ
イ
ン
ボ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
Û
Ò
Û
Ò

』

［連 絡 先］一宮市芸術文化協会事務局（市教育委員会生涯学習課内）

　　　　　　　〒491－8501　愛知県一宮市本町２丁目５番６号

　　　　　　　TE L  0 5 8 6 －8 5 －7 0 7 5　／　FAX  0 5 8 6 －7 3 －9 2 1 3

［題　　 字］武 　 山 　 翠 　 屋

［編集・発行］一宮市芸術文化協会

『
尾
西
絵
画
ク
ラ
ブ
・

ポ
ピ
ー
の
会 
絵
画
展
』

『
尾
西
ウ 
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

第　

回
定
期
演
奏
会
』

８６

お
詫
び
と
訂
正

「
い
ち
の
み
や
の
芸
術
文
化
」

第　

号（
令
和
元
年　

月
号
）に

５０

１２

て
、
一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
お
詫
び
し
て
訂
正
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

８
ï　

加
入
団
体
の
催
し

４
段
落　

講
師
名

【
誤
】
名
古
屋
経
済
大
学
教
授

　
　
　

四
辻
秀
記
先
生

【
正
】
名
古
屋
経
済
大
学
教
授

　
　
　

四
辻
秀
紀
先
生

�

�

�

�

�������������������

�������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

会期　˜／ı∫～˜／¯∂

時間　午前ÚÒ時～午後ˆ時
　　　（¯日は午後ı時ÙÒ分まで）

会場　一宮スポーツ文化センター

加入団体選抜作家の日本画・洋画・彫刻立体・
デザイン・工芸・書・写真の作品を展示します。

2020一宮総合美術展 入場無料

「
夕
べ
に
」
真
下

賢
一

『加入団体の催し』欄に情報を　 
　掲載しませんか？ 

このコーナーでは一宮市芸術文化協会加入団体の活動情報を

募集します。掲載を希望される団体は、発行月３・６・８・12月

の前々月15日までに、下記の必要事項を任意の様式にて記入

の上、事務局まで提出してください。 

①行事名　②団体名　③問合せ先電話番号　④日時 
⑤会場　⑥対象　⑦参加料　⑧申込方法　⑨その他 
必要事項 

〒491－8501 一宮市芸術文化協会事務局 
　　　　　　　　　　　　　　（住所不要） 
またはFAX 0586－73－9213

必要事項 

提 出 先 




